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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
平
成
二
十
二
年
度
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
も
含
め
、
今
後
の
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
事
業
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
首
都
圏
や
主
要
な
道
路
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
日
に

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
平
成
二
十
二
年
度
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
計
画
（
案
）
（
以
下
「
無
料
化
社
会
実
験
案
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
社
会
実
験
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
高
速
道
路
の
区
間
（
以
下
「
予
定
対
象

区
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
予
定
対
象
区
間
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
の
料
金
（
道
路
整
備
特

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
無
料
化
し
た
場
合
の
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
効
果
及
び
渋
滞
の
発
生
頻
度
や
環
境
に
与
え
る
影
響
を
把
握

す
る
と
い
う
当
該
社
会
実
験
の
目
的
を
踏
ま
え
、
「
�
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
道
路
を
除
く
高
速
道
路
」
で
あ
る
か
否
か
、

一



各
区
間
に
係
る
「
�
休
日
上
限
千
円
に
よ
る
渋
滞
発
生
頻
度
�
他
の
交
通
機
関
へ
の
影
響
�
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状

況
」
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

無
料
化
社
会
実
験
案
で
は
、
高
速
道
路
の
料
金
を
無
料
化
し
た
場
合
の
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
効
果
、
渋
滞
の
発
生
頻

度
や
環
境
に
与
え
る
影
響
、
公
共
交
通
機
関
に
与
え
る
影
響
等
を
検
証
し
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り
、
高
速
道
路
の
料
金
を

段
階
的
に
原
則
と
し
て
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
す
る
社
会
実
験
の
検
証
結
果
等

を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

予
定
対
象
区
間
を
そ
の
区
域
に
含
ま
な
い
都
道
府
県
は
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

富
山
県
、
石
川
県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
及
び
香
川
県
の
十
六
府
県
で

あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
不
公
平
感
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
予
定
対
象
区
間
に
つ
い
て
は
、

二
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

二



六
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
体
系
と
す
る
こ
と
等
の
観
点
か

ら
、
今
後
の
在
り
方
等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
地
方
部
の
休
日
上
限
一
〇
〇
〇
円
」
を
含
む
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及

び
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
行
っ
て
い
る
休
日
特
別
割
引
等
は
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
財
特
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
計
画

（
以
下
「
利
便
増
進
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
会
社
（
特
措
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
会
社
を
い
う
。
）
が
行
っ

て
い
る
料
金
の
割
引
の
う
ち
の
一
部
の
措
置
で
あ
る
。
利
便
増
進
計
画
に
基
づ
く
料
金
の
割
引
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
国

は
、
財
特
法
第
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
機
構
債
務
の
う
ち
三
兆
円
を
一
般
会
計
に
お
い
て
承
継
し
て
い

る
が
、
料
金
の
割
引
の
う
ち
の
一
部
の
措
置
に
関
し
て
、
国
が
承
継
し
た
債
務
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
掛
か
る
国
費
は
年
間
い
く
ら
か
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
「
上
限
二
〇
〇
〇
円
」
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
仮
定

三



の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
料
金
を
段
階
的
に
原
則
と
し
て
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
す
る
社
会
実
験

の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
四
国
地
方
の
経
済
活
性
化
や
「
都
市
部
へ
の
流
通
」
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
地
方
自
治
体
の
創
意
工

夫
を
生
か
し
、
官
民
が
連
携
し
た
地
域
の
活
動
や
必
要
な
社
会
資
本
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
観
光
振

興
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
を
図
る
な
ど
、
引
き
続
き
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
ま

い
り
た
い
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
他
の
高
速
道
路
の
料

金
の
割
引
と
併
せ
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
体
系
と
す
る
こ
と
等
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
在
り
方
等
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

四



今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、必
要
な
事
業
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
徳
島
自
動
車
道
の
鳴
門－

徳
島
間
」
に
つ
い
て
は
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
、
特
措
法
第
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
許
可
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
に
受
け
て
お
り
、
当
該
許
可
に
基
づ
き
、
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
平
成

二
十
六
年
度
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

徳
島
自
動
車
道
の
四
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
の
増
加
に
応
じ
て
事
業
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

段
階
に
お
い
て
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

高
松
自
動
車
道
の
四
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建

設
会
議
の
議
を
経
て
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備
計
画
に

定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
、
整
備
手
法
の
見
直
し
の
必
要
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
再
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

五


